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※正職員及び会計年度任用職員フルタイムの給与、手当は総務費に含む。

各会計決算審査各会計決算審査
入ってきたお金使ったお金

令和 7 年度令和 7 年度

一般会計  収入
前年度比 0.5％増

町税は増加、町債（借入金）と繰入金（預金取り崩し）は減少
令和６年度と比較すると、町税が 7.3％増加、ふるさと納税等の寄付金が 9.2％

減少、地方交付税が 4.6％増加した。一方、町債（借入金）は 22.4％減、繰入金（預
金取り崩し）は 18.7％減少した。

一般会計  支出
前年度比 1.0％増

　防災行政無線デジタル化、役場周辺エリアＺＥＣ化実施設計等を実施
令和６・７年度で進めた防災行政無線のデジタル化工事を完了した。
また、脱炭素先行地域の取り組みとして、役場周辺エリアＺＥＣ化改修及

び瓜幕エリア自然体験留学センター新築等事業に向けた実施設計を進めた。

各会計の決算状況

※	 企業会計の資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度及び当年度損益勘定留保資金等で補てんしています。
※	 文中、表、グラフの金額は１万円未満切り捨て、率は小数点第二位を四捨五入。
	 各項目の金額及び率の合計は、端数処理により合計額及び 100％、他の資料と一致しない場合があります。
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前年度より前年度より
１億 7295 万円増１億 7295 万円増

支出構成比 1.7 ㌽ 増支出構成比 1.7 ㌽ 増

総務費

議員宛て行事案内にフォーマットをご活用ください議員宛て行事案内にフォーマットをご活用ください

令和７年度決算令和７年度決算

区 分 歳 入 歳 出 収支残額 歳出の前年度増減比
一 般 会 計 	 89億	4227万円 	 85億	2076万円 	 4 億	2151万円 	 8338万円 1.0%

特
別
会
計

国民健康保険 	 7億	 208万円 	 6 億	9480万円 	 	 728 万円 	 △	1311万円 △ 1.9%

介 護 保 険 	 5億	9935万円 	 5 億	9605万円 	 	 329 万円 	 	4884万円 8.9%

後期高齢者医療 	 1億	1524万円 	 1 億	1446万円 	 	 78 万円 	 	 939 万円 8.9%

合 計 	 103億	5896万円 	 99億	2608万円 	 4 億	3287万円 	 1 億	2850万円 1.3%

区 分 歳 入 歳 出 収支残額 歳出の前年度増減比

企
業
会
計

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 	 6億 7539万円 	 6 億 6484万円 	 1054万円 	 2346万円 3.7%
資本的収支 	 3129万円 	 5574万円 	 △ 2445万円 	 △ 4764万円 △ 46.1%

簡易水道事業
収益的収支 	 2億 4947万円 	 1 億 6618万円 	 8329万円 	 3759万円 29.2%
資本的収支 	 1億 4677万円 	 2 億 4222万円 	 △ 9545万円 	 1 億　473万円 76.2%

下水道事業
収益的収支 	 3億 1304万円 	 2 億 1736万円 	 9568万円 	 △ 3334万円 △ 13.3%
資本的収支 	 2億 4690万円 	 3 億 6084万円 	 △ 1億	1393万円 	 2 億 1024万円 139.6%

■	十勝岳が噴火警戒レベル３．噴火発生時には鹿追町にも降灰の予想。
何事も起きなければ良いですが。つぶやき
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令和７年度決算 令和７年度決算

令和６・７年度で進めた防災行政無
線のデジタル化工事を完了した。複数

3481 万円

瓜幕西団地　残りの棟は令和 8年度修繕中瓜幕西団地　残りの棟は令和 8年度修繕中

財政力（３カ年平均の財政力指数）借金返済負担（３カ年平均の実質公債費比率）

弾力性（経常収支比率）

貯金と借金

主要２基金（減債・財政調整基金）

数字で見る　まちの主な財政指標

人件費や借金返済（公債費）等、固定的に支払う経
費（経常的経費）に、町税や普通地方交付税等の収入（経
常的収入）がどれだけ使われたのかを示します。
数値が低いほど新たな行政サービス（政策的経費）
に投資でき、弾力性があるといえます。逆に 100％に
近づくほど新たな投資は難しくなり、財政の硬直化が
進んでいます。

貯金（基金等）は主に減債基金、鹿追高等学校支援基金、
町づくり基金、環境保全センター基金などの減少により、
令和６年度より 7924万円減少しています。
借金（地方債）は過疎対策事業、辺地対策事業、臨
時財政対策債などの償還により、令和６年度より４億
7347万円減少しています。

減債基金は、借金返済（公債費）を計画的に行うた
めに積み立てる基金。財政調整基金は、年度間の財政
の変動に備えて積み立てる基金。余裕がある年度に積
み立て、災害等の理由で不足が生じた年度に活用しま
す。

財政力を示す指標で、数値が高
いほど町税等の自主財源が多いこ
とを示します。
100％との差額分は、国からの
お金（普通地方交付税）で賄われ
ます。

一般会計等の借金返済（公債費）
等を、標準的収入で割った比率で
す。18％以上は借金（起債）をす
るときに北海道の許可が必要とな
り、25％以上は一部を除いて借金
が不許可となります。

（前年度比 0.5 ポイント増）
減債基金残高

（R7.3 末より 5750 万円減）
財政調整基金残高

（R7.3 末より 130 万円増）

（前年度比
0.4 ポイント減）

（前年度同率）

82.3％10億1480万

5 億 6720 万

24.7％10.1％

1 億 7652 万円

533 万円

脱炭素先行地域の取り組みとして、役場周辺エリアのＺ
ＥＣ化改修及び瓜幕エリア自然体験留学センター新築事業
の実施設計を進めた。公共施設の改修を通じ、脱炭素型の
地域づくりを目指すものである。

ストニィプレイン町と
の姉妹都市提携 40 周年
を記念し、双方で訪問団
を派遣・受け入れた。記
念式典や交流を通じて友
好を深め、高校同士の姉
妹校提携も実現した。

公営住宅等長寿命化計画に基づき、瓜幕西団地３棟８戸の外
部修繕を行った。社会資本整備総合交付金を活用し、住宅の長
寿命化と住環境の改善を進めた。

国の重点対策加速化事
業を活用し、町民が設置
する太陽光発電や蓄電池
などを支援した。家庭で
の再生可能エネルギー利
用を促し、地域の脱炭素
化を進めた。

改修中の神田日勝記念美術館改修中の神田日勝記念美術館

エアコン設置等に活用をエアコン設置等に活用を

■	国の税収も日経平均も過去最高額だとか。
	 でも氷河期世代は置いてけぼりでは。つぶやき

■まちの 貯 金 （基金等）※全会計の額

36 億 9232 万円 
（R7.3 末より 7924 万円減）

町民 1人当たり
77 万 2290 円 （人口 4781 人）

■まちの 借 金 （地方債残高） ※全会計の額

65 億 1829 万円
（R7.3 末より 4 億 7347 万円減）

町民 1人当たり
136 万 3374 円 （人口 4781 人）

役場周辺エリアＺＥＣ化改修実施設計ほか 鹿追町の財政は健全？この数値から財政状況が 見えてきます。

姉妹都市提携 40 周年記念事業

瓜幕西団地外部修繕事業

957 万円
重点対策加速化・町民向け設備補助

防災行政無線デジタル化事業

ペンギンハウス寄宿舎・食事棟整備事業

1 億 3737 万円
鹿追高校の寄宿舎ペンギンハウスと食事棟

を整備した。改修に加え家具・家電や食器等
をそろえ、生徒の生活環境を充実させた。

1 億 7966 万円

の機器との連携を
可能にし、スマー
トフォンなどへ防
災情報を伝えられ
る体制を整えた。

クローズクローズアップアップ 20252025
決 算・ 事 業決 算・ 事 業

減債基金

財政調整基金

年度

借金残高

貯金残高

※金額及び人口は令和８年 3月末現在の値

ストニィプレイン町訪問団歓ストニィプレイン町訪問団歓
迎夕食会（R7.7.17）迎夕食会（R7.7.17）

億円

億円

ペンギンハウス寄宿舎ペンギンハウス寄宿舎 ペンギンハウス食事棟ペンギンハウス食事棟

年度

年度

防災行政無線の屋外子局防災行政無線の屋外子局



し か お い 議 会 だ よ り 62026（令和 8 ）年 10 月 第 172 号7 2026（令和 8 ）年 10 月 第 172 号
し か お い 議 会 だ よ り

質 疑質 疑決決 算算
令 和 ７ 年 度 の 決 算 審 査 を 行 う た め、 決 算 審 査

■	植物が春に芽を出し綺麗な花を咲かせるには、冬をどう過ごすかが
大切。私たちも次の春に向けて有意義な冬を過ごしたいものです。つぶやき

員、副委員長に山口優子委員を互選して審査を行いまし
特 別 委 員 会 を 設 置 し ま し た。 特 別 委 員 会 は、 議 長 

と議選監査委員を除く８人で構成し、委員長に川染洋委
た。委員会では 42 項目の質疑が行われました。ここで はその一部を要約してお知らせします。

総務費総務費農林費農林費

賃貸住宅建設助成鳥獣被害

実績のない賃貸住宅助成
の見直しは。

鳥獣被害の状況と広域的
な対策は。

建設費高騰で現行助成で
は難しいと認識し、脱炭

素への配慮や財源も含め、来
年度以降に向け助成内容を検
討する考えである。

衛生費衛生費

こども家庭センター

令和７年度の子育て支援
体制の充実は。

産後ケアや訪問支援を充
実させ、子育て支援セン

ターを１人から２人体制とし、
兼務を含め関係職員が共同で
支える体制である。

こども家庭センター（トリムセンター内）こども家庭センター（トリムセンター内）

総務費総務費

空き家活用

空き家データベースの活
用実績は。

137 件のデータベースを
整備し、その中から数件

の取引実績がある。
　所有者の意向確認などを進
める考えである。

空き家データベースを元に活用を促進空き家データベースを元に活用を促進

農林費農林費

多面的機能支払事業

多面的機能支払事業の内
訳は。

町 の イ ン フ ラ 維 持 約
3700 万 円、 農 協 分 約

4200 万円、行政区の保全活
動約 1900 万円で、町内建設
業協会へ依頼する工事もある
事業である。

交差点の草刈り作業交差点の草刈り作業

民生費民生費

重層的支援

重層的支援の対象世帯の
状況は。

対象は 14 世帯で、約半
数が生活困窮に関する支

援である。住環境、ひきこもり、
ヤングケアラーなど複合的な
課題への支援である。

トリムセンタートリムセンター

教育費教育費

オパール産地

オパール産地調査後の保
全の進め方は。

令和７・８年度の調査で
学術的価値を確かめ、天

然記念物指定など次の段階へ
の進め方を検討する考えであ
る。

鹿追産オパール鹿追産オパール

商工費商工費

ふるさと納税

ふるさと納税返礼品の拡
充策は。

ふるさと納税返礼品「とかち鹿追牛」ふるさと納税返礼品「とかち鹿追牛」

関係自治体と調整し、町
産豚肉の餃子や町内生

産者が原料を提供するポテト
チップスなどを、10 月から新
たに加える予定である。

総括質疑総括質疑

脱炭素支援

町民に身近な脱炭素支援
の今後は。

住まいのゼロカーボン事
業は、Ｊークレジット等

の財源も考慮し継続していき
たい。地元産エネルギーの利
用には価格が課題である。

防風保安林防風保安林
Ｊ−クレジットにも活用Ｊ−クレジットにも活用

民生費民生費

外国人人材

介護施設の外国人職員数
は。

介護老人保健施設もみじの里介護老人保健施設もみじの里

しゃくなげ荘は４人、も
みじの里は７人である。

しゃくなげ荘は 11 月に２人
増え、６人体制となる予定で
ある。

農林費農林費

鹿追産干し芋

好評な鹿追産干し芋の今
後の展開は。

需要に見合う生産に向
け、栽培用地の確保や人

員配置を検討し、協力農家に
よる栽培体制も考えていく方
針である。

鹿追産干しいも「甘姫」鹿追産干しいも「甘姫」

The

ＱＱ

ＱＱ Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

決算委員会の様子は、鹿追町議会
ホームページ「議会中継」の「過
去の中継」からご覧いただけます。

賃貸住宅建設に賃貸住宅建設に
助成制度をご活用ください助成制度をご活用ください

クマによるデントコーンの食害クマによるデントコーンの食害

決算審査特別委員会 決算審査特別委員会

Ａ

病院経営改善

病院の患者減少の要因と
改善策は。

農業被害は約 3300 万円
で、箱わな増設等で対応

している。シカ等の広域連携
を協議し、国に財政支援の充
実を求める考えである。

内視鏡検査等の検査入院
減が主因で、常勤医２人

で診療を継続する。10 月開始
の経営改善支援の改善策を検
討し、議会へ報告する考えで
ある。

Ｑ

Ａ

国民健康保険病院国民健康保険病院

病院会計病院会計

Ａ
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脱
炭
素
技
術
の
研
究
や
次
世
代
人

材
育
成
の
た
め
、
山
梨
大
学
と
3
年

間
の
連
携
協
定
を
締
結
す
る
。
10
月

中
旬
に
鹿
追
・
瓜
幕
中
学
校
と
鹿
追

高
校
で
水
素
授
業
を
行
い
、
講
師
派

遣
旅
費
や
資
材
輸
送
な
ど
の
活
動
支

援
寄
附
金
を
追
加
す
る
。

○
補
聴
器
購
入
助
成	

24
万
円

補
聴
器
購
入
助
成
8
人
分
を
追
加

す
る
。

○
土
地
取
得	

19
万
円

現
在
の
瓜
幕
公
共
残
土
専
用
置
き

場
を
第
３
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
用

地
と
し
、
代
替
で
⽠
幕
⻄
31
線
21
番

の
山
林
４
万
８
７
１
６
平
方
メ
ー
ト

ル
を
取
得
す
る
。

○
役
場
周
辺
Ｚ
Ｅ
Ｃ
化
改
修
等
工
事

請
負
契
約	

42
億
５
９
０
４
万
円

物
価
上
昇
と
設
計
変
更
、
工

期
変
更
に
よ
り
、
契
約
額
を

１
億
５
３
２
９
万
円
増
額
す
る
。
令

和
8
年
度
は
工
事
費
1
億
３
１
８
万

円
を
追
加
し
、
財
源
は
過
疎
債
と
一

般
財
源
を
充
当
す
る
。
令
和
9
年
度

分
は
５
０
１
０
万
円
増
の
見
込
み
。

○
教
育
委
員
を
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
河か
わ
邊べ

美み

佳か

さ
ん
の
再

任
に
同
意
し
た
。

任
期
は
令
和
12
年
９
月
30
日
ま

で
。

○
公
平
委
員
を
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
公
平
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
山や
ま

木き

友と
も

子こ

さ
ん
の
再

任
に
同
意
し
た
。

任
期
は
令
和
12
年
９
月
30
日
ま

で
。

○
米
国
産
生
馬
鈴
し
ょ
の
輸
入
解
禁

に
反
対
す
る
請
願
・
意
見
書

米
国
産
生
馬
鈴
し
ょ
の
輸
入
解
禁

は
、
新
た
な
病
害
虫
の
侵
入
リ
ス
ク

を
高
め
、
北
海
道
の
基
幹
作
物
で
あ

る
馬
鈴
し
ょ
の
国
内
生
産
や
安
全
・

安
心
な
供
給
体
制
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
輸
入
を
認
め
な
い
こ

と
、
植
物
検
疫
協
議
の
状
況
を
生
産

者
へ
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
、
種
子

の
品
質
低
下
に
関
す
る
原
因
分
析
の

共
有
や
国
の
財
政
支
援
を
強
化
し
、

種
子
の
安
定
供
給
体
制
を
早
急
に
構

築
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
。

○
国
土
強
靱
化
へ
道
路
整
備
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

災
害
に
強
く
安
全
な
北
海
道
を
築

く
た
め
、
道
路
整
備
・
維
持
管
理
に

必
要
な
予
算
の
安
定
確
保
を
要
望
す

る
。
併
せ
て
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
老

朽
化
対
策
、
高
規
格
道
路
の
未
整
備

区
間
解
消
と
４
車
線
化
、無
電
柱
化
、

除
排
雪
や
通
学
路
の
安
全
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
の
延
長
、
適
切
な
事

業
評
価
、
北
海
道
開
発
局
な
ど
の
体

制
強
化
を
国
に
求
め
る
。

つ
い
て
、
解
体
設
計
を
行
う
。
令
和

９
年
度
の
解
体
を
予
定
す
る
。

○
旧
幼
稚
園
防
水
改
修

	

２
０
２
７
万
円

老
朽
化
し
た
旧
幼
稚
園
舎
内
部

で
雨
漏
り
し
て
お
り
、
旧
第
二
庁
舎

に
設
置
の
書
庫
を
移
設
す
る
た
め
防

水
改
修
す
る
。

○
瓜
幕
自
然
体
験
留
学
セ
ン
タ
ー
備
品

	

１
３
０
２
万
円

新
設
す
る
瓜
幕
エ
リ
ア
自
然
体

験
留
学
セ
ン
タ
ー
の
調
理
器
具
、
家

具
、
家
電
、
通
信
機
器
、
水
素
容
器

な
ど
を
整
備
す
る
。
国
・
道
補
助
金

を
活
用
す
る
。

○
第
3
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
調
査

設
計	

８
９
１
万
円

参
加
予
定
農
家
12
戸
を
基
本
に

第
3
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
計
画

を
見
直
し
、調
査
設
計
を
委
託
す
る
。

冬
季
の
ふ
ん
尿
成
分
調
査
、
施
設
規

模
・
配
置
や
収
集
運
搬
計
画
、
地
質

調
査
を
行
う
。
国
の
交
付
金
と
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
基
金
を
活
用
す
る
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
体
制
の
整
備

	

２
６
８
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
2
台
の
納
車
に

合
わ
せ
、
運
転
士
2
人
分
の
報
酬
及

び
手
当
を
追
加
す
る
。
冬
休
み
明
け

か
ら
の
乗
車
時
間
短
縮
を
目
指
す
。

○
交
差
点
安
全
対
策	

１
７
４
万
円

危
険
箇
所
の
交
差
点
6
か
所
に

停
止
を
促
す
路
面
標
示
を
設
け
る
。

○
有
害
鳥
獣
駆
除	

１
１
４
万
円

鹿
な
ど
の
処
理
頭
数
の
増
加
と
、

4
月
か
ら
の
炭
酸
ガ
ス
価
格
の
値
上

が
り
に
よ
り
、
残ざ
ん
滓さ

処
理
費
と
炭
酸

ガ
ス
充
填
費
を
追
加
す
る
。

○
地
域
活
性
化
起
業
人
（
副
業
型
）

	

96
万
円

一
般
財
団
法
人
地
域
・
教
育
魅

力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｃ
Ｐ

Ｆ
）
か
ら
、
十
勝
エ
リ
ア
拠
点
の
開

設
準
備
等
を
行
う
地
域
活
性
化
起
業

人
（
副
業
型
）
を
受
け
入
れ
る
た
め

協
定
締
結
す
る
。

全
額
が
特
別
交
付
税
措
置
の
対

象
と
な
る
。

○
山
梨
大
学
と
の
連
携
事
業	

50
万
円

○
町
立
学
校
設
置
条
例

児
童
数
の
減
少
で
学
校
の
適
正

維
持
が
困
難
な
た
め
、
令
和
10
年
３

月
末
で
笹
川
小
学
校
を
閉
校
し
鹿
追

小
学
校
へ
統
合
す
る
。
鹿
追
・
瓜
幕

の
2
小
学
校
体
制
と
し
て
、
令
和
10

年
4
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
、
鹿
追
町
手
数
料
徴
収
条
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
令
和
８
年
12
月

1
日
に
開
始
す
る
。
住
民
票
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
税
証
明
の
手
数
料
を

整
備
す
る
。

開
始
後
3
年
間
は
利
用
促
進
策

と
し
て
、
通
常
２
０
０
～
３
０
０
円

の
手
数
料
を
半
額
に
す
る
。

【
一
般
会
計
】

○
緑
町
公
園
蒸
気
機
関
車
移
設
工
事	

	

３
１
０
５
万
円

緑
町
公
園
に
あ
る
蒸
気
機
関
車

を
、
瓜
幕
駅
舎
記
念
広
場
へ
移
設
す

る
。
跡
地
の
一
部
３
７
９
４
平
方

メ
ー
ト
ル
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鹿
追
家
畜

診
療
所
の
増
築
用
地
と
し
て
Ｊ
Ａ
鹿

追
町
へ
売
却
す
る
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
排
水
路
工

事
も
行
う
。

○
旧
第
二
庁
舎
及
び
周
辺
の
解
体
設
計

	

２
５
４
１
万
円

老
朽
化
し
た
旧
第
二
庁
舎
、
勤

労
者
会
館
、
医
師
及
び
職
員
住
宅
に

笹
川
小
学
校
が
令
和

笹
川
小
学
校
が
令
和
10 10 
年
３
月
閉
校

年
３
月
閉
校

■	十五夜の十勝の月は、やっぱりキレイだった。
	 ウサギさんも張り切って餅つき中。つぶやき

主
な
条
例
改
正

主
な
条
例
改
正

９
月
定
例
議
会
が
９
月
９
日
か
ら
25
日
ま
で
の
17
日
間
で
開
か

れ
た
。
条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
工
事
変
更
議
決
等
を
審
議
し
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
９
７
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
１
億
９
７
９
３
万
円
と
し
た
。

主
な
質
疑

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

旧
第
二
庁
舎
等
解
体
設
計

役
場
周
辺
Ｚ
Ｅ
Ｃ
化
改
修
等
工
事

旧
第
二
庁
舎
な
ど
解
体
後

の
土
地
利
用
方
針
は
。
図

書
館
も
含
め
解
体
・
一
体
活
用
は
。

問
物
価
高
騰
が
続
け
ば
、
さ

ら
に
改
修
工
事
費
を
増
額

す
る
可
能
性
は
。

問
市
街
地
中
心
部
で
重
要
な

場
所
で
あ
る
。
具
体
的
な

用
途
は
未
定
だ
が
多
方
面
か
ら
検

討
す
る
。

図
書
館
は
代
替
案
が
固
ま
ら

ず
、
財
源
等
を
踏
ま
え
、
移
転
等

の
検
討
を
続
け
る
。

答
現
時
点
で
は
再
変
更
を
基

本
的
に
想
定
し
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
今
後
の
経
済
情
勢
の
大

き
な
変
化
に
よ
っ
て
は
可
能
性
を

否
定
で
き
ず
、
状
況
を
見
て
判
断

す
る
。

答 〔
山や
ま

口ぐ
ち　

優ゆ
う

子こ 

議
員
〕

〔
青あ
お
砥と　
敏と
し
一か
ず 

議
員
〕

請
願
・
意
見
書

請
願
・
意
見
書

９月定例議会 9 月定例議会

ま
ち
な
か
会
議

ま
ち
な
か
会
議

「
議
員
「
議
員
とと
カ
フ
ェ
カ
フ
ェ
でで

ひ
と
こ
と
」

ひ
と
こ
と
」
をを
開
催
開
催

8
月
25
日
、「
ま
ち
な
か
会
議 

議
員
と
カ
フ
ェ
で
ひ
と
こ
と
」
を

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
平
成
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
5
人
が
参
加
し
「
鹿

追
高
校
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
入
学

者
確
保
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
ほ
し
い
」「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

導
入
に
向
け
て
努
力
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

次
回
は
11
月
24
日
（
火
）
11

時
よ
り
同
館
で
開
催
予
定
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

改修中の町民ホール改修中の町民ホール

コーヒーを飲みながら気軽に懇談コーヒーを飲みながら気軽に懇談

米国産生じゃがいも（馬鈴しょ）米国産生じゃがいも（馬鈴しょ）
の輸入解禁に反対しますの輸入解禁に反対します

建設中の瓜幕自然体験留学センター建設中の瓜幕自然体験留学センター

人
事
案
件

人
事
案
件

笹川小学校　令和 10年 3月末で閉校笹川小学校　令和 10年 3月末で閉校

契
約
変
更

契
約
変
更
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（
質
問
）

台
風
や
大
雪
に
よ
る
敷
地

内
の
高
木
や
、
所
有
者
不
明

の
廃
屋
周
辺
の
樹
木
・
雑
草

に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
悪
影

響
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
町
の
認
識
と
対
応

を
問
う
。

住
宅
敷
地
内
の
樹
木
管

理
や
処
分
に
関
す
る
相
談
窓

口
の
有
無
は
。
管
理
者
不
明

の
廃
屋
に
お
け
る
樹
木
・
雑

草
の
実
態
調
査
と
管
理
対
応

は
。
市
街
地
の
街
路
樹
等
の

剪
定
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
樹
種

選
定
の
基
準
は
。
他
自
治
体

で
見
ら
れ
る
「
危
険
木
伐
採

処
理
」
を
支
援
す
る
制
度
創

設
へ
の
考
え
は
。

樹
木
の
安
全
管
理
と
通
報
体
制
は

安
全
を
優
先
し情

報
提
供
手
段
を
検
討

樹木管理樹木管理
A Q

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

9
月
16
日
、
６
人
の
議
員
が 

一
般
質
問
を
行
っ
た
。

つぶやき ■	合同作況調査。程良い暖かさで豊作とのこと。特にキャベツには良
い年。枝豆も美味かった。

米国産生馬鈴しょの輸入解禁に反対します米国産生馬鈴しょの輸入解禁に反対します

千の公園内にある千の公園内にある
ストニィプレイン町	ストニィプレイン町	
との記念樹との記念樹

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

病
害
虫
侵
入
リ
ス
ク
が
ゼ

ロ
と
科
学
的
に
担
保
さ
れ
な

い
限
り
、
一
般
流
通
用
生
馬

鈴
し
ょ
の
輸
入
解
禁
は
容
認

で
き
な
い
。
道
や
Ｊ
Ａ
等
と

連
携
し
て
検
疫
協
議
の
情
報

を
収
集
し
、
必
要
に
応
じ
て

本
町
農
業
や
輪
作
体
系
へ
の

影
響
を
検
討
す
る
。
輸
入
拡

大
よ
り
国
内
生
産
基
盤
の
強

化
を
優
先
し
、
種
馬
鈴
し
ょ

の
安
定
供
給
や
生
産
支
援
の

拡
充
に
向
け
、
国
へ
の
働
き

か
け
を
重
視
す
る
。

（
質
問
）

ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
要

請
さ
れ
て
い
る
一
般
流
通
用

生
馬
鈴
し
ょ
の
輸
入
解
禁
に

つ
い
て
、
現
在
の
輸
入
は
加

工
用
限
定
で
あ
る
が
、
解
禁

さ
れ
れ
ば
広
範
囲
に
流
通
す

る
。
馬
鈴
し
ょ
は
基
幹
産
業

で
あ
る
本
町
農
業
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
作
物
で
あ

り
、
病
害
虫
が
侵
入
す
れ
ば

ジ
ャ
ガ
イ
モ
だ
け
で
な
く
輪

作
体
系
も
崩
れ
、
農
家
の
生

産
意
欲
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

輸
入
解
禁
に
対
す
る
町
長

の
認
識
は
。
病
害
虫
侵
入
・

拡
散
リ
ス
ク
に
つ
い
て
早
急

に
情
報
収
集
し
、
本
町
農
業

へ
の
影
響
を
検
討
す
る
考
え

は
。
食
料
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
、
輸
入
拡
大
よ
り
国
内

生
産
強
化
を
優
先
す
べ
き
と

の
考
え
に
対
す
る
所
見
は
。

米
国
産
馬
鈴
し
ょ
輸
入
解
禁
へ
の

対
応
は

安
全
性
の
確
証
な
く解

禁
は
容
認
せ
ず

輸入反対輸入反対
A Q

川
かわ
染
そめ
　　洋

ひろし
　議員

狩
かり
野
の
　正
まさ
雄
お
　議員

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

住
宅
敷
地
内
の
樹
木
管
理

は
所
有
者
の
責
任
を
基
本
と

し
、
町
民
課
が
相
談
や
業
者

紹
介
に
対
応
す
る
。
空
家
等

は
巡
回
や
関
係
機
関
と
の
連

携
で
実
態
を
把
握
し
、
適
正

管
理
を
求
め
る
。
街
路
樹
は

樹
種
や
状
態
に
応
じ
て
剪
定

等
を
行
い
、
将
来
の
維
持
管

理
を
考
慮
し
た
植
栽
を
進
め

る
。
伐
採
費
助
成
は
公
平
性

等
か
ら
現
時
点
で
設
け
ず
、

他
自
治
体
の
動
向
を
調
査
・

研
究
す
る
。

一般質問一般質問

（
質
問
）

町
長
が
輸
入
解
禁
に
反

対
の
意
見
を
述
べ
る
機
会
は

あ
っ
た
か
。

馬
鈴
し
ょ
を
果
実
の
輸

出
拡
大
と
の
取
引
材
料
に
せ

ず
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な

い
拙
速
な
解
禁
に
、
産
地
と

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

町
長
が
直
接
意
見
を
述
べ

る
機
会
は
な
か
っ
た
。
取
引

材
料
に
す
べ
き
で
な
い
と
の

考
え
は
同
じ
で
あ
る
。

病
害
虫
侵
入
リ
ス
ク
が
ゼ

ロ
と
の
確
証
が
得
ら
れ
な
い

限
り
容
認
せ
ず
、
他
の
産
地

等
と
連
携
し
て
声
を
上
げ
、

行
動
す
る
。

第 7期総合計画の冊子第 7期総合計画の冊子

旧第二庁舎旧第二庁舎

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

財
政
指
標
は
健
全
な
範
囲

と
認
識
す
る
が
、
大
型
事
業

に
伴
う
町
債
等
の
増
加
を
踏

ま
え
改
革
を
続
け
る
。
Ｄ
Ｘ

や
歳
出
見
直
し
を
進
め
、
大

綱
の
進
ち
ょ
く
を
毎
年
度
点

検
・
公
表
す
る
。

法
令
・
倫
理
研
修
と
日
常

の
指
導
で
職
員
の
意
識
を
高

め
る
。
備
品
は
原
則
３
万
円

超
を
台
帳
管
理
し
、
未
整
備

の
課
横
断
的
な
共
有
の
仕
組

み
を
検
討
す
る
。
電
子
化
や

一
括
購
入
等
で
経
費
削
減
に

努
め
る
。

の
跡
地
は
中
心
市
街
地
全
体

の
再
編
と
し
て
捉
え
、
次
期

総
合
計
画
等
と
整
合
さ
せ
て

将
来
像
を
描
く
。

民
間
活
用
や
官
民
連
携
も

取
り
入
れ
、
財
源
確
保
と
公

債
費
の
検
証
を
前
提
に
、
適

切
な
規
模
・
時
期
を
見
極
め

る
。

（
質
問
）

第
７
期
鹿
追
町
総
合
計

画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
を

掲
げ
、
財
政
担
当
課
長
の
配

置
、
新
た
な
行
財
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
た
。

一
方
、
令
和
８
年
度

当
初
予
算
は
過
去
最
大
の

１
３
７
億
9
千
万
円
、
町
債

残
高
は
57
億
円
超
、
公
債
費

９
億
円
超
で
、
今
後
の
財
政

運
営
が
大
変
危
惧
さ
れ
る
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
内
容
と
成
果
、
住
民
へ
の

周
知
方
法
は
。
職
員
の
意
識

改
革
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

醸
成
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。
備
品
の
管
理
状
況
、
備

品
台
帳
の
詳
細
、
物
品
を
共

有
・
活
用
で
き
る
仕
組
み
の

有
無
、
物
品
・
消
耗
品
の
節

約
の
工
夫
は
。

（
質
問
）

第
二
庁
舎
の
取
り
壊
し
と

土
地
活
用
構
想
は
町
づ
く
り

に
大
き
な
一
歩
と
な
り
、
非

常
に
価
値
の
あ
る
英
断
で
あ

る
。鹿

追
町
公
共
施
設
等
管
理

計
画
が
あ
る
が
、
ま
だ
活
用

の
判
断
が
難
し
い
建
物
が
あ

り
、
町
長
の
現
在
の
考
え
方

は
。ま

た
、
第
二
庁
舎
の
取
り

壊
し
を
検
討
の
際
、
鹿
追
町

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
将

来
像
を
全
体
設
計
す
る
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
る
が
。

行
財
政
改
革
及
び

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は

Ｄ
Ｘ
や
歳
出
見
直
し
を
進
め

研
修
と
指
導
で
職
員
意
識
を
高
め
る

行財政改革行財政改革
A Q

公
共
施
設
活
用
と迅

速
な
修
繕
対
応
は

必
要
に
応
じ
意
見
聴
取
し対

応
を
説
明

施設と修繕施設と修繕
A Q

青
あお
砥
と
　敏
とし
一
かず
　議員

黒
くろ
井
い
　敦
あつ
志
し
　議員

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
30

年
間
で
公
共
施
設
の
延
床
面

積
７
％
削
減
を
目
指
す
。
残

す
施
設
は
長
寿
命
化
し
、
役

割
を
終
え
た
施
設
は
解
体
・

処
分
す
る
。
旧
第
二
庁
舎
等

（
質
問
）

職
場
の
歓
送
迎
会
で
の
未

成
年
者
飲
酒
の
再
発
防
止
と

厳
正
な
対
応
を
求
め
る
。

約
70
万
円
で
購
入
し
た
パ

ン
ケ
ー
キ
用
焼
き
台
は
ど
う

（
質
問
）

図
書
館
を
含
む
公
共
施

設
や
跡
地
の
活
用
を
町
民
と

考
え
る
場
を
設
け
て
は
ど
う

か
。小

規
模
修
繕
の
遅
れ
を
防

ぐ
た
め
、
各
課
の
修
繕
予
算

を
集
中
管
理
し
、
迅
速
に
対

応
す
る
仕
組
み
を
求
め
る
。

今
回
の
決
断
は
、
跡
地
利

用
な
ど
次
の
世
代
に
大
き
な

一
歩
と
な
る
と
思
う
。
十
分

な
活
用
が
で
き
な
い
建
物
も

あ
り
、
事
業
の
見
直
し
も
含

（
答
弁
）
渡わ
た
な
べ辺

副
町
長

飲
酒
の
事
例
は
確
認
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
抑
止
す

る
。焼

き
台
は
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
平
成
館
で
保
管
し
、

活
用
の
機
会
を
考
え
る
。

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

町
の
考
え
を
整
理
し
た
上

で
、
必
要
に
応
じ
て
町
民
の

意
見
を
聞
く
機
会
を
積
極
的

に
設
け
る
。

修
繕
は
予
算
措
置
や
対
応

状
況
を
丁
寧
に
説
明
す
る
。

旧
第
二
庁
舎
跡
地
は
、
後
世

に
評
価
さ
れ
る
活
用
策
を
熟

慮
す
る
。

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

パ
ン
ケ
ー
キ
ま
つ
り
は
、

来
年
以
降
の
開
催
に
向
け

検
討
す
る
。

（
質
問
）

危
険
な
枯
れ
木
の
処
置
や

見
回
り
、専
門
業
者
の
活
用
、

景
観
を
意
識
し
た
街
路
樹
と

交
流
記
念
樹
の
管
理
を
求
め

る
。
住
民
が
危
険
箇
所
を
手

軽
に
知
ら
せ
る
仕
組
み
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

安
全
管
理
を
優
先
し
、

住
民
か
ら
の
情
報
も
活
用

す
る
。
専
門
業
者
へ
の
委

託
と
街
路
樹
の
統
一
性
を

検
討
し
、
記
念
樹
は
適
切

に
管
理
す
る
。

（
答
弁
）
渡わ
た
な
べ辺
副
町
長

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
使
っ
た

危
険
箇
所
の
情
報
提
供
も

検
討
す
る
。

し
て
明
確
に
反
対
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

管
理
し
て
い
る
か
。

祭
り
を
再
開
し
、
有
効

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

め
て
将
来
の
鹿
追
町
民
に

負
担
を
残
さ
な
い
検
討
や

英
断
を
期
待
す
る
。



し か お い 議 会 だ よ り 122026（令和 8 ）年 10 月 第 172 号13 2026（令和 8 ）年 10 月 第 172 号
し か お い 議 会 だ よ り

第第５５回回		 塾塾生生募募集集
鹿追町議会では、2期連続無投票当選を受け、議員を目指す方や議会に関心のある方に議会を知っ

ていただくことを目的に、なり手不足解消に向けて令和 7年 2月から「議員塾」を開催しております。
座学では議員が講師を務め、議会の概要・立候補の方法・議員のやりがいや役割を説明します。

また、塾生は本会議・予算審査特別委員会を傍聴し、実際の議会活動をご覧いただきます。
この機会にぜひ参加してみませんか？お待ちしております。

申し込み：氏名（ふりがな）・住所・生年月日・電話番号を明記のうえ、下記のいずれかからお申し込みください。
〔鹿追町議会事務局〕　・TEL：0156-66-4039　・FAX：0156-66-4041

・メール：gikai@town.shikaoi.lg.jp　・申し込み QR コード

一般質問

申し込みＱＲ

内　　容 日　　時 場　所
開塾式・座学

（議会の概要・議会の取組・議員活動）
令和 9 年２月 26 日（金）
　　　［ 午前・午後・夜間 ］いずれか 委員会室

傍　
　
聴

総務文教常任委員会 ３月	 ２日	（火）	 ９:30 委員会室
産業厚生常任委員会 ３月	 ３日	（水）	 ９:30 委員会室
全員協議会 ３月	 ５日	（金） 	 ９:30 委員会室
議会運営委員会 ３月	 ５日	（金）	 14:00 委員会室
定例議会　一般質問 ３月	 12 日	（金）	 10:00 議　場
予算審査特別委員会 ３月	 16 日	（火） 	 ９:30 議　場

まとめ・閉塾式 ３月	19 日	（金）	 時間未定 委員会室

議 員 塾

令和８年11月24日（ 火 ）午前11時00 分　国際交流センター 平成館 にて開催

 安
あんどう

藤 幹
みき

夫
お
 議員 と 川

かわ
染
そめ

　洋
ひろし
 議員 が お待ちしております （予約は不要です）

議員 とと  カフェ でで  ひとこと
議会では、皆さまとの意見交換ができる懇談の場を設けています。
まちや議会に関する疑問や意見、ちょっと気になる話題等、気軽にお話ししませんか？

まちなか会議まちなか会議

　 定 例 議 会、 決 算 審 査 特 別 委 員 会 傍 聴、 
議会報告会・広聴会、カフェでひとことは
予約不要です。お気軽にお越しください。

議会中継議会中継
やってますやってます

定例議会の動画を YouTube で配信
します。

右記の QR コードを読み取るか、鹿
追町議会ホームページの「議会中継」
ページからご覧ください。 議会中継

議会カレンダー議会カレンダー
内　容 日　時 場　所

まちなか会議　議員とカフェでひとこと 	11 月	 24 日	（火）	 11:00 国際交流センター平成館
12月定例議会　本会議　初日 	12 月	 ９日	（水）	 10:00 議　場
12 月定例議会　本会議　（残り） 	12 月	 10 日	（木）	 10:00 議　場
12 月定例議会　本会議　一般質問 	12 月	 16 日	（水）	 10:00 議　場
12月定例議会　本会議　一般質問（残り）・最終日 	12 月	 17 日	（木）	 10:00 議　場

議員塾募集・議会カレンダー ほか

特定健診を受診しましょう特定健診を受診しましょう

る
。
健
診
・
保
健
指
導
、
医

療
費
適
正
化
、
後
発
医
薬
品

の
利
用
促
進
、
収
納
率
向
上

に
取
り
組
み
、
保
険
者
努
力

支
援
制
度
を
活
用
し
て
財
政

負
担
を
軽
減
す
る
。

国
保
事
業
基
金
の
計
画
的

な
活
用
も
検
討
し
、
町
民
負

担
へ
の
影
響
を
抑
え
る
。

（
質
問
）

国
民
健
康
保
険
は
「
加
入

者
の
高
齢
化
」
や
「
医
療
費

の
増
大
」
に
よ
り
構
造
的
に

保
険
料
が
高
く
な
る
傾
向
に

あ
る
。
平
成
30
年
度
の
都
道

府
県
単
位
化
以
降
、
さ
ら
に

令
和
12
年
度
に
は
全
道
統
一

保
険
料
率
を
目
指
す
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。

全
道
統
一
に
向
け
た
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
鹿
追
町
の
標

準
保
険
料
率
は
全
道
水
準
に

向
け
て
ど
う
い
っ
た
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。
今
後
数

年
間
の
改
定
の
見
通
し
も
含

め
町
の
見
解
を
伺
う
。

国
民
健
康
保
険
負
担
の
抑
制
策
は

負
担
増
に
慎
重
に
対
応

国保負担国保負担
A Q

佐
さ
々
さ
木
き
康
やす
人
と
　議員

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

全
道
統
一
時
の
保
険
税
の

急
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、
道
の

標
準
保
険
料
率
を
基
に
、
毎

年
度
、
協
議
会
の
審
議
を
経

て
段
階
的
に
税
率
へ
反
映
す

（
質
問
）

国
民
健
康
保
険
負
担
の
抑

制
に
向
け
、
健
診
受
診
率
向

上
や
保
健
指
導
を
ど
う
進
め

る
か
。

自
治
体
の
努
力
に
は
限
界

が
あ
り
、
道
や
町
村
会
と
連

携
し
て
国
の
財
政
支
援
・
公

費
拡
充
を
強
く
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）
渡わ
た
な
べ辺
保
健
福
祉
課
長

未
受
診
者
を
中
心
に
受
診

を
勧
め
、
毎
年
の
健
診
に
つ

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

全
道
統
一
に
よ
り
本
町

の
負
担
増
が
見
込
ま
れ
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
少
し
ず
つ
増
加
を
抑
え

て
い
る
が
、
令
和
12
年
の
統

一
時
の
保
険
料
率
を
勘
案

し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
す

る
。

な
げ
る
。

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

外
部
委
託
は
、
専
門
性

や
客
観
性
が
必
要
な
業
務
な

ど
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果

等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い

る
。
令
和
3
～
7
年
度
の
委

託
料
は
約
66
億
１
３
０
０
万

円
。
企
画
立
案
は
町
が
主
体

と
な
り
、
職
員
が
事
業
者
と

の
協
議
を
通
じ
て
知
識
を
蓄

積
す
る
。
成
果
物
や
Ａ
Ｉ
作

成
資
料
は
所
管
課
の
複
数
の

職
員
で
確
認
す
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
研
修
を

通
じ
、
内
製
化
（
外
部
委
託

に
頼
ら
ず
、
役
場
職
員
だ
け

で
行
う
こ
と
）
の
可
能
性
を

検
討
し
た
い
。

（
質
問
）

近
年
、
計
画
策
定
等
の

外
部
委
託
が
増
え
て
い
る

が
、
職
員
が
主
体
と
な
っ
て

政
策
や
計
画
を
つ
く
り
、
知

識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
庁
内
に
蓄

積
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に

よ
る
資
料
の
誤
り
が
散
見
さ

れ
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整
備

す
べ
き
で
あ
る
。

過
去
５
年
間
の
委
託
実

績
、
委
託
の
必
要
性
の
判
断

基
準
、
費
用
対
効
果
の
検
証

は
。
成
果
物
の
正
確
性
・
妥

当
性
の
確
認
体
制
は
。
外
部

事
業
者
が
Ａ
Ｉ
で
資
料
を
作

る
の
な
ら
、
職
員
が
Ａ
Ｉ
活

用
で
業
務
を
担
え
る
こ
と
も

増
え
る
。
委
託
の
妥
当
性
を

再
検
証
し
て
は
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
ル
ー

ル
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い

て
問
う
。

事
業
計
画
の
外
注
の
あ
り
方
と

Ａ
Ｉ
作
成
資
料
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は

内
製
化
の
可
能
性
を
検
討
し

確
認
を
徹
底
し
た
い

外部委託外部委託
A Q

山
やま
口
ぐち
　優
ゆう
子
こ
　議員

（
質
問
）

計
画
策
定
・
基
本
構
想
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
で
５

年
間
で
約
１
億
２
千
万
円
を

外
部
委
託
し
て
い
る
。
外
部

（
答
弁
）
喜き

井い

町
長

資
料
に
つ
い
て
一
部
確
認

が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
は

認
め
る
。
職
員
の
主
体
性
や

内
製
化
は
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

今
後
は
さ
ら
に
確
認
を

徹
底
し
、
必
要
に
応
じ
て

関
係
課
と
連
携
す
る
な
ど
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す

る
。

事
業
者
の
提
案
や
資
料
に
依

存
す
れ
ば
、
職
員
が
地
域
課

題
を
自
ら
考
え
、
政
策
を
つ

く
る
力
が
失
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
い
い

が
、
資
料
の
誤
り
を
防
ぐ
た

め
の
具
体
的
な
確
認
手
順
や

研
修
、
再
発
防
止
は
。
課
を

横
断
し
た
相
互
点
検
を
し
て

は
ど
う
か
。【お詫びと訂正】

令和 8 年 7 月 25 日発行の議会だより 171 号において、
記載内容の一部に誤りがありました。

謹んでお詫びいたしますとともに、次のとおり訂正いた
します。（鹿追町議会ホームページ掲載のＰＤＦは修正済で
す）
① 2ページ表題：

（正）保育園留学滞在の住宅改修、エシカルタウン鹿追集
会所の運営を補助
② 2ページ 3段目小見出し：
（正）○ 2　運営経費補助　370 万円
③ 2 ページ 3 段目本文：
（正）集会所の運営経費を実施主体の社会福祉協議会へ補
助する。
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編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
9 月定例会は令和 7 年度の決算を審査する大切な議会でしたが、急な病で欠

席してしまい、町民の皆さまに申し訳なく、悔しい思いでいっぱいでした。

そんな中、同僚議員からのお見舞いの言葉に本当に励まされました。療養し

て気づけたことも、これからの活動に活かしていきます。

健康だからこそ笑顔になれる。皆さまもどうぞお体を大切に。

議会広報部会  部会員	 金
かね

子
こ

孝
たか

伸
のぶ

議会広報広聴常任委員会議会広報広聴常任委員会
広報部会広報部会

部 会 長 　佐々木康人部 会 長 　佐々木康人
副部会長　  副部会長　  山口　優子山口　優子
部 会 員 　部 会 員 　青砥　敏一青砥　敏一		
　　　　　  　　　　　  金子　孝伸金子　孝伸
　　　　　  　　　　　  黒井　敦志黒井　敦志

7
月
12
日
、
笹
川
寿
の
家
で

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
委
員

長　
山や

ま
口ぐ

ち
優ゆ

う
子こ

）
と
笹
川
寿
会

と
の
ま
ち
な
か
会
議
を
開
き
、

寿
会
の
会
員
11
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

多
か
っ
た
の
は
タ
ク
シ
ー
券

や
免
許
返
納
の
話
題
で
し
た
。

（
取
材　
金
子
孝
伸
）

暮暮
らら
しし
のの
声声
をを
議議
会会
へへ

笹
川
寿
会
と
の
ま
ち
な
か
会
議

笹
川
寿
会
と
の
ま
ち
な
か
会
議

情
報
の
届
け
方
に
も
課
題
が

あ
り
、
免
許
返
納
に
伴
う
支
援

制
度
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け

で
な
く
寿
会
の
例
会
で
職
員
が

直
接
説
明
し
て
ほ
し
い
と
の
声

も
。地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

知
ら
な
い
方
も
お
り
、
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
の
周
知
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
減
少
で
研
修
旅
行
な

ど
の
継
続
も
難
し
く
、
福
祉
バ

ス
の
最
低
利
用
人
数
に
届
か
ず

旅
行
を
見
送
っ
た
例
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
隣
接
地
区
と
の
合

同
開
催
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線

の
聞
き
取
り
に
く
さ
、
介
護
人

材
の
不
足
、
商
品
券
を
辞
退
し

た
場
合
の
扱
い
な
ど
、
身
近
な

課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

高
齢
者
に
情
報
を
確
実
に
届

け
、
相
談
に
つ
な
げ
る
。
そ
の

大
切
さ
を
改
め
て
共
有
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

笹川寿会の皆さまとのまちなか会議笹川寿会の皆さまとのまちなか会議

８
月
17
日
、
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
広
報
部
会
（
部
会
長

佐さ

さ

き
々
木
康や

す
人と

）
５
人
が
、
議
会

広
報
紙
の
編
集
方
法
に
つ
い

て
、
仁
木
町
議
会
を
視
察
し
ま

し
た
。

仁
木
町
で
は
議
員
全
員
が
編

集
に
関
わ
り
、
発
行
ご
と
に
４

回
程
度
集
ま
っ
て
作
業
し
て
い

ま
す
。
町
民
が
多
く
登
場
す
る

紙
面
や
、
目
を
引
く
見
出
し
・

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
手
に
取
っ

て
読
ん
で
も
ら
う
工
夫
を
学
び

読読
まま
れれ
るる
紙紙
面面
をを
目目
指指
しし

仁
木
町
議
会
を
視
察

仁
木
町
議
会
を
視
察

（
取
材　
佐
々
木
康
人
）

仁木町議会を視察

ま
し
た
。
一
般
質
問
後
の
進
展
を

紹
介
す
る
「
質
問
の
行
方
」
の
取

り
組
み
も
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

「
質
問
の
行
方
」
は
、
定
例
会

や
委
員
会
で
の
審
議
か
ら
一
般
質

問
に
関
連
す
る
動
き
を
捉
え
、
そ

の
後
の
進
展
を
町
民
に
伝
え
る
も

の
で
す
。
質
問
と
答
弁
を
掲
載
す

る
だ
け
で
な
く
、
継
続
し
て
経
過

を
知
ら
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
他
の
広
報
紙
や
雑
誌

の
見
せ
方
を
参
考
に
す
る
な
ど
、

読
み
手
の
立
場
で
紙
面
を
考
え
、

議
会
の
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
工
夫
に
つ
い
て
も
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
議
員
と
事
務

局
の
役
割
分
担
や
、
担
当
者
が
交

代
し
て
も
編
集
の
知
識
・
技
術
を

引
き
継
ぐ
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

今
回
の
学
び
を
生
か
し
、
議
員

自
身
が
編
集
に
関
わ
り
な
が
ら
、

議
論
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
広

報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。


